
平成 29年4月吉日
関係 各位 

特定非営利活動法人　全国認定こども園協会
代表理事　若盛 正城

『子ども達はこの国の宝です。子どもたちは私たちの希望であり未来です。』
「すべての子どもたちの　最善の利益のために」

　
　幼保が一体となり、この国のどの地域でも、子ども達が豊かに育まれることを願いつくられた

子ども・子育て支援制度も施行から３年目を迎えます。そしてこの制度の中核となる「認定こども園」

の数も、この４月の時点で5,000 園以上となり、ここ数年でさらに増加してまいります。

　しかし、この制度の理念である冒頭に掲げた言葉は、全国の子ども達や子育て真っただ中の人達

に届いているのでしょうか。

　ここ数か月、マスコミを通じて「認定こども園」の名が大きく取り上げられ、一部の施設での

不十分な環境の中での保育が取り沙汰されています。また、深刻な少子化と都市部での待機児童

問題とともに保育者の担い手不足、保育者養成校への進学率の低下が大きな問題となっています。

更に、子どもの貧困は社会問題として顕在化し、すべての子どもたちが等しく就学前の教育・保育

を受ける機会が求められています。

　全国認定こども園協会は、この制度が中間年の見直しを迎えるにあたり、この制度の理念を振り

返り、誰のための何のための制度であるのかを今一度問い直してみたいと考えます。

　今年度のトップセミナーは『今、認定こども園の時代～子ども・子育て支援制度が息づく社会

と我々の役割～』というテーマに沿い、各地域、各分野で取り組まれている現状を踏まえつつ、

そこに求められる理念を皆様と共に見つめ、再確認し、深め合ってまいりたいと企画いたしました。

　併せて、基調講演として平成３０年より実施される「新幼保連携型認定こども園教育・保育要領」

の内容について、改訂検討会の座長を務められた汐見稔幸先生にご講演いただきます。また、第

一線でご活躍されておられる先生方に最新の情報提供と質の高い教育・保育のあり方、地方自治

体における取組などをご講演いただきます。

　皆様方と一堂に会し、「認定こども園」の理念と保育の質の向上を深く学び合える場となること

を願い、全国各地からのご参加を期待し、ご案内申し上げます。
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会　場

主催：
後援：

参加費

定　員 500

8,0008,000

特定非営利活動法人 全国認定こども園協会
内閣府  文部科学省  厚生労働省（申請予定）

名
（先着順に受け付け、定員となり次第締め切らせていただきます）

〒100-0003 東京都千代田区一ツ橋 1-2-2 住友商事竹橋ビル9F   
 TEL：03-5220-2630

9,500円

3,000円

会員

19,000円一 般
行 政 （保育者養成校関係・学生含む）

懇親会 TKPガーデンシティ竹橋＜ホール10E ＞
（定員 200名）

TKPガーデンシティ竹橋＜ホール9A＞

懇親会参加費　お一人様： 円

2017

若盛 正城　 （全国認定こども園協会 代表理事）主催者挨拶
来賓挨拶（予定）

汐見 稔幸 氏（白梅学園大学  学長）
「(仮題) 幼保連携型認定こども園教育・ 保育要領について」

「(仮題)子ども・子育て支援制度を活用した自治体の取り組み」
松崎 秀樹 氏（ 前浦安市長 ）

会場：同施設10F ＜ホール10E ＞

唐澤 剛 氏　  （ まち・ひと・しごと創生本部  地方創生総括官）
北野 幸子 氏 （神戸大学大学院 准教授 ）
柿沼 平太郎 氏（学校法人柿沼学園  理事長・学園長）

唐澤 剛 氏　  （ まち・ひと・しごと創生本部  地方創生総括官）

シンポジスト
吉田 正幸 氏（ 株式会社保育システム研究所 代表）

コーディネーター
「(仮題) 地方創生の現状と課題について」

「(仮題)子ども・子育て支援制度が息づく
　　　　　　　　　　　　　　　　社会と我々の役割」

「(仮題)子ども・子育て支援制度の現状と課題」
安田 伸 氏　（内閣府 子ども・子育て本部 参事官
　　　　　　　　　　　　　　　　　( 認定こども園担当)）

開会行事

基調講演

行政説明

特別講演

懇親会

特別講演

シンポジウム

15:20～16:20

16:30～17:30

17:45～19:00

13:30～15:10

13:00～13:15

10:45～12:30

9:30～10:30

6月2日（金）12:30  受付開始　13:00 開会

6月3日（土）9:10  開場　9:30 開演

西崎 文平氏（内閣府 子ども・子育て本部 統括官）
先﨑 卓歩氏（文部科学省 初等中等教育局 幼児教育課長）
巽 慎一氏　 （厚生労働省 雇用均等・児童家庭局 保育課長）

お申し込み 平成29年5月26 日（金）締切
インターネットまたは別紙参加申込書によりFAX にてお申し込みください。
※裏面に記載の「お申し込み手順」をご確認ください。

※講師の都合等により、上記の時間割や内容が急遽変更となる場合がありますが、あらかじめご了承ください。

プログラム

平成29年
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参 加 申 込 書
法人名・園名
（自治体）

類型

郵便番号

住所

TEL

E-mail

参加者氏名
（※名札作成のため、はっきりご記入ください）

職名
セミナー参加費

会員
（9,500 円）

一般
（19,000 円）

行政
（3,000 円）

合　　計

備　考

区分

都　道
府　県

懇親会
小計

FAX

全国認定こども園協会セミナー事務局宛
FAX: 03-5724-3765

締め切りは、平成 29年 5月 26日（金）です。
この参加申込書を FAX いただいた後、参加費、懇親会費の合計を下記の口座へお振り込みください。

　　 楽天銀行  第一営業支店   （普）7392890　(株)事務局 申込受付口［ｶ）ｼ ﾑ゙ｷｮｸ ﾓｳｼｺﾐｳｹﾂｹｸ ﾁ゙］

例）認定 太郎

（8,000 円）

円

園長 9,500 8,000 17,500

※用紙が足りない場合はコピーしてお使いください。　※会員番号は封筒の宛名ラベルに記載があります。

※参加費等の振り込み先は、本セミナーの受付及び運営を委託している(株)事務局の口座となります。

※楷書ではっきりと記入をお願いします。　※□は該当項目に✔をしてください。

・振込人名は、学校法人・社会福祉法人等の法人名は入れずに施設名のみご入力ください。
・振込手数料は、ご負担願います。
・「お申し込み」と「お振り込み」が確認できましたら事務局より「受講票」をメール（アドレスの記載がない場合はFAX）いたします。
・ご入金後の返金は、お受けできかねますのでご了承ください。

□会員（会員番号　　　　　　）　□一般（非会員）　□行政

□ 幼保連携型　　　□ 幼稚園型　　　□ 保育所型　　　□ 地方裁量型

ふ り が な

にんてい　たろう

※参加費等の振込名義が園名・法人名等と異なる場合は、こちらに振込名義をご記入願います。

※参加費等の振込名義が法人名・園名等と異なる場合は、備考欄に振込名義をご記入願います。

※認定こども園の場合は、該当項目に✔をしてください。

トッップセミナー2017


